
開 館 時 間
休 館 日
観 覧 料
会 場
主 催
後 援

10：30 ～ 17：00
日曜日　ただし、７月 21 日（日）は開館。
無料
実践女子大学香雪記念資料館　企画展示室 1・2
実践女子大学香雪記念資料館
渋谷区教育委員会

実践女子大学香雪記念資料館
〒150-8538　東京都渋谷区東1-1-49
実践女子大学渋谷キャンパス 1階

毛利眞美《自画像》　1954 年　油彩・キャンバス　当館所蔵



実践女子大学香雪記念資料館

HP http://www.jissen.ac.jp/kosetsu/

【アクセス】
JR ／東京メトロ／東急／京王「渋谷駅」東口から徒歩約 10 分
東京メトロ「表参道駅」B1 出口から徒歩約 12 分
※当館は、実践女子大学渋谷キャンパスの 1 階ロビー奥に位置します。駐車場・駐輪場は
ありません。ご来館の際は公共の交通機関をご利用ください。また、六本木通り沿いにあ
る正面入口右手の警備室へ入館の旨をお伝えください。
※やむを得ず会期や開館時間を変更する場合がございます。
　最新情報は当館ホームページをご確認ください。

Kosetsu  Memor i a l  Museum

　本展では当館所蔵品から５人の作家を取り上げます。 未だ女性が男性同様の

美術教育を受けることが困難であった時代に、 有馬さとえ （1893-1978） は岡田

三郎助の指導を受け本郷洋画研究所にも通い、 文展、 帝展に出品を重ねまし

た。 帝展洋画部門で女性初の特選を受賞し、 戦後も日展に出品を続けました。

後に舞台美術家として知られる朝倉摂 （1922-2014） は、 伊東深水の画塾で日

本画を学びますが、 戦後は佐藤忠良らと炭鉱や漁村に写生旅行をおこなって労

働者を描き、 新しい表現、 技法を試みました。 毛利眞美 （1926-2022） は

1950 年に単身渡仏し、 アンドレ ・ ロートの画塾での学習を経て、 幾何学的な構

成と鮮やかな色彩による女性像を発表し、 注目を集めました。 また小林喜巳子

（1929-2023）、 招瑞娟 （ZHAO Ruijuan 1924-2020） は 1946 年に東京美術学

校が女性の入学を認めた一期生で、 小林は安井曾太郎に学びました。 戦後日

本では中国の木刻から刺激を受けた民衆版画運動が展開しますが、 小林と、

神戸の華僑の家庭に生まれた招は、 それに参加した数少ない女性作家であり、

現代社会に対し鋭い目を向ける作品を残しました。

　当館では 2017 年に朝倉の個展を開催し、 2020 年に有馬の小展示をおこない

ました。 今回新たな３作家の新収蔵作品を加え、 女性たちが戦後の新体制のな

かで強い意志を持って制作に向かった姿をご覧いただきたいと考えます。

小林喜巳子《Kの家族》1950 年代後半頃
油彩・キャンバス

小林喜巳子《一日本人の生命》1954 年
木版・紙

招瑞娟《麻袋を繕う老婦》1957 年
木版・紙

朝倉摂《日雇の母》1953 年
紙本彩色

招瑞娟《シャボン玉の中の私》1976 年
木版・紙

毛利眞美【人物（題名不詳）】1953 年頃
油彩・キャンバス

有馬さとえ《五月の窓》1946 年
油彩・キャンバス

※すべて当館の所蔵
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